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本研究シーズでは，

⼆官能性モノマーの重合反応と⾼分⼦反応により，
官能基化ポリオレフィン類
（シクロオレフィンポリマー, COP）
の新しい合成⼿法

を提案します。



ポリオレフィンなどの炭化⽔素系⾼分⼦材料(PE, PP, PS, COPな
ど）は，⽣産量が⾮常に⾼い。化学構造（主鎖構造，分岐構造，分⼦
量など）に応じて物性が⼤きく異なり，スーパーのレジ袋から登⼭⽤
ロープ，スマートフォンのカメラレンズなど，広範な⽤途に⽤いられ
ている。炭素と⽔素のみからなる低極性材料である。もし，様々な官
能基を⾃在に導⼊することができれば，他の物質や材料との接着性や
密着性が改善し，その⽤途展開を⼤きく広げられる。
これまでポリオレフィンの官能基化について，オゾン表⾯処理やラ

ジカル反応，遷移⾦属触媒反応などによる⽅法が検討されている。し
かしこれらの反応は，⾼温⾼圧条件が必要であったり，官能基の導⼊
率や位置選択性の制御は困難であり，また炭素-炭素結合の開裂や架
橋反応などを引き起こしてしまう。
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オレフィン類の配位重合は，TiやZrなどの⾮常に⾼い活性を⽰す
前周期遷移⾦属錯体触媒により，⾼付加価値な⾼分⼦材料を合成で
きる。しかしながら，これらの重合触媒系は活性が⾼い反⾯，酸素
親和性が⾼く，極性基含有モノマーとの共重合は難しいことが⽋点。
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本技術の特徴
そこで本研究では，TiやZr触媒による配位重合系において，官能

基選択的に重合する⼆官能性モノマーとしてシクロプロパン含有ノ
ルボルナジエン⼆量体に着⽬した。このモノマーの⼆重結合は⾼い
重合反応性を⽰すが，シクロプロパン部位は⾦属触媒への配位性が
ないため，官能基選択的重合が可能になる。
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これまで，この⼆官
能性モノマーの開環メ
タセシス重合と⾼分⼦
反応について，学術論
⽂に公表しています。
（右図の通り）

配位重合系についても同様に現在実施し，第71回⾼分⼦討論会
で報告しています。ご興味がありましたら，ご連絡ください。



本研究室のテーマ

・ルイスペア触媒を⽤いた極性ビニルモノマー（（メタ）アクリル酸
エステル類，アクリルアミド類）のアニオン重合・ラジカル重合

・新しい炭化⽔素系ポリマーの合成（配位重合，開環メタセシス重合，
イオン重合など）とその性質

に取り組んでおります。ビニルモノマー類の重合分野における様々な
課題に取り組んでいます。関連する技術相談などがありましたら，お
問合せください。
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本技術に関する情報
試作品の状況

未定 1 ２ ３ 4 5
原理検証 開発研究 技術移転可

基礎固め 実⽤性評価

※提供の際は諸⼿続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。

研究フェーズ

⽂献・特許の情報
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【お問合せ】
名古屋工業大学 産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



